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◇7-8月号と特集が続いたため,通常の投稿原稿の印

刷が遅れています.受付の目付は7-8月号のそれよ

り前ですが,特集号では印刷の半年以上前に原稿を依

頼しているという点をお含みおき下さい.

◇自分の編集する雑誌が真っ白たまま出版されてしまっ

た……という夢の話を聞いた事がある.プロの編集者

ではたい筆者は,幸いにしてそんた夢を見た事が無

い.しかし,一定のレベルを保って月刊誌を継続発行

するために必要な作業はかたり多く,夢は見なくても,

印刷の出来不出来にはいつも悩まされる.適当た原稿

が無い場合は,自分で作成するはめにたる事もある.

今月号の表紙とグラビアはその一例.

◇表紙の写真は,電総研r山の会｣の山崎氏が今春工技

院の文化祭に出展した3枚の写真のひとつをお借りし

たもので,解説文の作成にあたっては,U.S.G.SBu11.

1393(1975)たどを参照しました.

◇グラビアの写真は,U.S.GeoIogica1SurveyHawaiian

Vo1canoObservatory(HVO)から提供されたもので,

この過程で鉱物資源部のJ.W.Hedenquist氏にご尽

力頂きました.氏とHVOの所長およびJ.Takahashi

さんに厚くお礼申し上げます.筆者のレイアウト方針

は,紙面いっぱい写真を生かし,それに合わせて文章

を書くというものです.今回は,6月号と同様とくに

写真カミ良いので,解説文は極力少たくしてあります.

◇上記Bu11etin1393の色刷り出版といい写真提供のシ

ステムといい,U.S.G.S.の徹底したサｰビス精神は,

我冷ももっと見習う必要がありそうです.この地質

ニュｰスを,地質調査所でも(!!),簡単にだれでも購

入できる体制を整える事は不可欠でしょう(多くの読

者には信じ難い泰かも知れませんカミ,今のところ当所

では購入できたいのです).現在その方策を検討中.
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地質ニュｰスに寄稿される方へ

1.地球科学各分野の最近の話題･総説･解説など多

方面の原稿を募ります.
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原稿は図･表･写真を含め,原則として刷上がり

15ぺ一ジ以内とします.これをこえる場合は事務

局に相談して下さい.地質ニュｰス原稿用紙(25

×18字)4枚半が1ぺ一ジに相当します.

ワｰドプロセッサｰ使用の場合も,A4判用紙に

1行25字とし,行数は20-25行程度として下さい.

句読点･引用符などもすべて1字として下さい.

図･表･写真は本文とは別に1枚1ぺ一ジとし

て,それぞれに番号をづけるとともに,希望する

掲載サイズを余白に記入して下さい.これらにつ

げる説明文は,本文とは別の原稿用紙に書いて下

さい.とくに図と写真は,縮小率を考え鮮明なも

のを提出して下さい.

原稿の右欄外に図･表･写真の希望する挿入位置

を鉛筆で記入して下さい.

表紙やグラビアに用いるカラｰ写真は,プリント

版の他に原版のポジ(スライド)を提出して下さ

い.プリント版のみの場合は,カビネ～六切サイ

ズ(表紙は六切)のものに限ります.

原稿は事務局に提出して下さい.編集委員会から

受付カｰドを発行します.掲載は原則として受付

順としますが,速報性の高いものは優先的に印刷

したいと思います.
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